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１．研究計画の概要 

本研究では、縄文時代から弥生時代にかけて
の古人骨を対象に、古病理学的研究、古人口
学的研究、同位体分析による離乳期推定法を
組み合わせることで、渡来系弥生集団の人口
増加に穀物由来の離乳食の利用が寄与して
いるという作業仮説を検証することを主な
目的としている。そのために、古病理学的な
研究では、エナメル質減形成による離乳スト
レス期の推定の高度化、古人口学的研究では
乳幼児死亡率の推定方法の改良、同位体分析
では窒素同位体比による離乳期推定法の確
立を目指す。これら３つの手法を組み合わせ
ることによって、これまで検証することが難
しかった、縄文時代・弥生時代における乳幼
児の死亡率とその要因、離乳食の有無、女性
ひとりあたりの産児数の比較などが可能と
なり、渡来系弥生人の人口爆発という日本人
起源論で未だ検証されていない問題に有効
な知見を提供する。 

 

２．研究の進捗状況 

本研究では、2008 年から 2010 年までは、研
究代表者と研究分担者がそれぞれ専門とす
る分野で新たな手法の開発を行うことを計
画し、ほぼ当初の目的を達成することに成功
した。具体的には、（１）同位体分析、（２）
古病理学、（３）古人口学の分野で計画に従
って研究を遂行して、以下のような個別の成
果をあげている。 

（１）同位体分析：乳幼児の窒素同位体比を
用いて離乳年齢を正確にする新たな解析方
法を開発し、縄文時代、弥生時代、続縄文時
代、中世の古人骨資料についてそれぞれ応用
した。とくに、これまで全く知られていなか
った乳幼児における骨置換速度を、核実験由

来の放射性ストロンチウムを用いて推定し、
新たなモデルの構築に成功した。 

（２）古病理学的研究：エナメル質源形成に
ついて、縄文時代、弥生時代、続縄文時代の
集団について、新たな基準をもってデータを
網羅的に採取した。また、電子顕微鏡像にお
いて画像解析を用いる定量的分析法の開発
について、基礎的なデータを得ることに成功
した。 

（３）古人口学的研究：乳幼児の死亡率につ
いて、縄文時代および弥生時代についてのデ
ータを取得した。また、ベイズ推定を用いた
新たな統計手法を用いたデータ解析方法を
考案し、近世人骨群においてその有効性を確
認した。 

最終年度の 2011 年度に、これらの成果を統
合して、データベースを構築する準備はすで
に完了しており、縄文時代および弥生時代の
離乳習慣の復元と人口動態への影響につい
ての総合的な議論も継続中である。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 
（理由） 

当初計画していた個別分野での比較データ
を 2008 年から 2010 年に取得することに成功
した。また、同位体を用いた離乳期推定方法
や画像解析を用いたエナメル質源形成の観
察手法、およびシミュレーション実験を取り
込んだ応用した新たな乳幼児死亡率推定法
の開発に成功した。一方で、個体における食
性変遷の復元手法の開発については、当初予
定していた分析機器での微量分析が困難で
あることが判明し、計画通りに進展していな
い。ただし、この手法開発は個体レベルでの
情報取得を目的とした補助的なものであり、
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集団および時代間の比較を主とする研究目
的にはほとんど影響しない。 

 

４．今後の研究の推進方策 
当初の計画通り、最終年度である 2011 年度
は（１）同位体分析、（２）古病理学的研究、
（３）古人口学的研究について、それぞれの
新手法について論文を発表する。さらに、そ
れぞれの結果を持ち寄り、データベース化を
はかる。それにより、それぞれのデータの比
較検討を行って、縄文時代および弥生時代の
人口動態について論文を共同執筆する予定
である。 
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